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平成30年度一般会計等決算を認定 

一般会計等の決算は、それぞれ所管の常任委員会の審査を経て、審議の結果、すべて認定さ

れました。なお、一般会計決算に関する質疑の一部は次のとおりです。 

○総務費 

総務管理費における債権管理事業の納付案内業務委託料855万1,008円について、事業の成果

を質問したのに対し、税務部から「督促状発送後、滞納の早期解消を目的に、コールセンター

による電話催告業務を実施し、自主的な納付を促進している。年間約２万4,000件のうち、着

信率については33.8％、約8,900万円の納付の約束があった。債権管理課が所管する４債権の

現年度収納率は全て向上していることから、一定の成果があったと認識している」との答弁が

ありました。 

○民生費 

社会福祉費における自殺予防事業393万585円について、自殺者数を質問したのに対し、福祉

部から「平成29年の47人から平成30年は53人となっており、人口10万人あたりの自殺者数であ

る自殺死亡率は17.5から19.8に増加している」との答弁がありました。 

○衛生費 

清掃費におけるごみ減量化推進事業のごみ減量事業所啓発訪問業務委託料100万8,465円に

ついて、平成30年度から事業を委託した効果を質問したのに対し、環境部から「ごみの分別や

減量について、様々な業種の事業所への訪問啓発をシルバー人材センターに委託した結果、訪

問件数が、前年度の281件から2,250件に増加した。それにより、おいしい食べきり運動協力店

の増加や焼却処理されていた機密書類の資源化などごみの減量に一定の効果があった」との答

弁がありました。 

○農林水産業費 

畜産業費における加古川食肉センター管理運営負担事業１億7,827万6,600円について、980

万330円が不用額となった理由を質問したのに対し、産業経済部から「食肉センターの受水槽

及びせり機の更新において、入札による執行残が生じたため、運営負担金が減額となった」と

の答弁がありました。 

 

 

令和元年第３回市議会（定例会）が開催されました

第３回市議会（定例会）は、９月３日から９月26日までの24日間の日程で行われました。 

会期中、平成30年度各会計決算、令和元年度一般会計補正予算など市長提出議案49件と、

議員提出議案の意見書案１件、決議案１件について審議され、いずれも原案のとおり認定、

可決、同意、推薦されました。 

代表質問は、９月５日に会派の代表である２人の議員によって行われ、一般質問は、９月

５日、６日及び９日に13人の議員によって行われました。 

また、請願１件が提出され、不採択となりました。 



 

 

- 2 -

○土木費 

都市計画費における街路事業15億1,486万6,860円について、令和６年に完成予定である神吉

中津線の道路改良事業の進捗状況を質問したのに対し、建設部から「道路用地の買収及び新橋

架設に伴う関係機関との協議を行っている段階である。用地買収の進捗率については用地取得

率が84％、物件補償率が93％である」との答弁がありました。 

○教育費 

保健体育費におけるオリンピック・パラリンピックスポーツ推進事業484万4,938円について、

スポーツサポーター養成講座における事業の成果を質問したのに対し、教育指導部から「スポ

ーツサポーター養成講座を３回開催し、延べ102人の参加があった。そのうち、３回の講座全

てを受講し、スポーツサポーターバンクに登録した人数は28人であった。スポーツサポーター

には、来年度のブラジルとツバルの事前合宿の際に、中心となって活動していただく予定とし

ており、その後も障がい者スポーツ事業の運営への協力を考えている」との答弁がありました。 

議 決 件 数 

区  分 決 算 予 算 条 例 契 約 人 事 決 議 意見書 合 計 請 願

市長提出議案 １４ ９ １９ ３ ４   ４９ 
１ 

議員提出議案      １ １ ２ 

議決結果及び会派代表等の賛否一覧 

◆市長提出議案 ※○は賛成、×は反対。

○ ○ ○議案第23号 令和元年度加古川市夜間急病医療事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○ ○

議案第22号 令和元年度加古川市公園墓地造成事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○議案第20号 令和元年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

議案第21号 令和元年度加古川市介護保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

議案第19号 令和元年度加古川市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 令和元年度加古川市一般会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ × ○

議案第17号 平成30年度加古川市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
可決及び

認定
○ ○ ○ ○

議案第16号 平成30年度加古川市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
可決及び

認定
○ ○ ○

× ○

認定第12号 平成30年度加古川市財産区特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第11号 平成30年度加古川市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ × ○

○ × ○

認定第10号 平成30年度加古川市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○

認定第９号 平成30年度加古川市病院事業債管理事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○ ○

認定第８号 平成30年度加古川市緊急通報システム事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 平成30年度加古川市歯科保健センター事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

認定第６号 平成30年度加古川市夜間急病医療事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○

認定第５号 平成30年度加古川市公園墓地造成事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○ ○

認定第４号 平成30年度加古川市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ × ○

認定第３号 平成30年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ × ○

○ × ○

認定第２号 平成30年度加古川市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○

認定第１号 平成30年度加古川市一般会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

× ○

番　　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 共 笑
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○ ○ ○

議案第52号 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めること（鹿多　証道氏） 推薦 ○ ○ ○ ○

議案第51号 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めること（阿山　耕三氏） 推薦 ○ ○ ○

○ ○

議案第50号 加古川市教育委員会委員任命につき同意を求めること（土屋　光世氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 加古川市教育長任命につき同意を求めること（小南　克己氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

議案第48号 ソフトウェアライセンス売買契約締結のこと 可決 ○ ○ ○ ○

議案第47号 ソフトウェアライセンス売買契約締結のこと 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第46号 （仮称）神野台学校給食センター整備及び運営事業建設請負契約締結のこと 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 加古川市消防団条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ × ○

議案第44号 加古川市水道事業給水条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○

議案第43号
加古川市立いずみプラザの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を定める

こと
可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第42号
加古川市国際交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を定め

ること
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 加古川市立勤労会館条例等の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○

議案第40号
加古川市総合福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を定めるこ

と
可決 ○ ○ ○ ○

議案第39号
加古川市児童発達支援センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を

定めること
可決 ○ ○ ○

× ○

議案第38号
加古川市人権文化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を定め

ること
可決 ○ ○ ○ ○ × ○

議案第37号
加古川市立総合体育館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例を定め

ること
可決 ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○

議案第36号 加古川市立公民館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○

議案第35号 加古川市消防手数料条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

× ○

議案第34号
加古川市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例

の一部を改正する条例を定めること
可決 ○ ○ ○ ○ × ○

議案第33号 加古川市印鑑条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

議案第32号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を定めること
可決 ○ ○ ○ ○

議案第31号
子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例を定めること
可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第30号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例を定めること
可決 ○ ○ ○ ○ × ○

議案第29号 加古川市婦人相談員に関する条例を廃止する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ × ○

○ × ○

議案第28号 加古川市立幼稚園の保育料徴収条例を廃止する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○

議案第27号 加古川市会計年度任用職員の給与及び報酬等に関する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第26号 令和元年度加古川市財産区特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

議案第25号 令和元年度加古川市緊急通報システム事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

○○○○可決令和元年度加古川市歯科保健センター事業特別会計補正予算（第１回）議案第24号

○

番　　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 共 笑

 

共 笑

請願第４号 指定ごみ袋導入の中止を求める請願書 不採択 × × × × ○

◆請　　願

番　　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市

×
 

◆決議案

番　　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 共 笑

決議案

第１号
議会事務事業評価に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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◆意見書案

件　　　　　名 結果 志 創 公 市 共 笑番　　号

意見書案

第２号
高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

※本会議で可決された意見書は、内閣総理大臣、衆議院及び参議院議長、関係大臣等に送付されました。 

令和元年９月26日現在

大野恭平・織田正樹 山本賢吾・中村亮太 岡田妙子・野村明広 井上恭子・谷　 真康 岸本建樹・立花俊治 鍔木良子・柘植厚人

藤原繁樹・西村雅文 森田俊和・井上隆司 桃井祥子・白石信一 稲次 　誠・山本一郎 高木英里 落合　誠

松本裕之・玉川英樹 神吉耕藏 小林直樹・相良大悟 渡辺征爾・村上孝義

木谷万里 原田幸廣（議長）

※原則として議長は議案の採決に加わらない。

◆会派略称及び所属議員

◆志政加古川（志） ◆創政会（創） ◆公明党議員団（公）
　　◆かこがわ

　　　 市民クラブ（市）

◆日本共産党加古川

　 市議会議員団（共）

◆女性の笑顔で未来を

創る会と維新（笑）

 

代 表 質 問 

会派の代表である２人の議員が質問し、市長及び教育長から答弁がありました。 

質問議員及び質問項目は次のとおりです。 

○木谷 万里（志政加古川） 

１．教育行政に市民の意見を反映させる仕 

組みについて 

２．教職員が児童生徒と十分に向き合える 

時間の確保について 

３．夏休みの短縮について 

４．加古川市総合計画にＳＤＧｓを盛り込 

むことについて 

○渡辺 征爾（かこがわ市民クラブ） 

１．岡田市政２期目における現状と将来への取 

り組みについて 

２．次期加古川市総合計画の方向性について 

３．まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状 

況と今後の方向性について 

４．豪雨災害、幹線道路整備に対する取り組み 

状況について 

一 般 質 問 

一般質問では、13人の議員が質問に立ち、各部長から答弁がありました。 

質問議員及び質問項目は次のとおりです。 

○高木 英里（日本共産党加古川市議会議員団） 

【一括方式】 

１．幼児教育・保育の「無償化」の問題と 

課題 

２．こども医療費助成について 

○中村 亮太（創政会） 

【一括方式】 

１．ソーシャル・インパクト・ボンド 

（ＳＩＢ）について 

２．就職氷河期世代への支援について 

○山本 一郎（かこがわ市民クラブ） 

【一括方式】 

１．子ども達の「制服」が抱える課題と、 

今後の「在り方」について 

○柘植 厚人（女性の笑顔で未来を創る会と維新） 

【一括方式】 

１．加古川西市民病院の跡地活用事業につい 

  て 

 

 

○相良 大悟（公明党議員団） 

【一問一答方式】 

１．「本市における関係人口拡大の取り組み」 

について 

２．「糖尿病重症化予防」について 

○小林 直樹（公明党議員団） 

【一問一答方式】 

１．ＪＲ宝殿駅南地区の整備事業について 

２．学校教育における文化芸術鑑賞の充実に 

ついて 

 ３．窓口における行政手続サービスのさらな 

る向上について 

○岸本 建樹（日本共産党加古川市議会議員団） 

【一括方式】 

１．子どもたちを取り巻く教育環境の改善 

を求めて 
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○立花 俊治（日本共産党加古川市議会議員団） 

【一問一答方式】 

１．生活保護について 

２．消費税10％引き上げと中小企業振興基 

本条例について 

３．中学生用租税教育教材について 

○野村 明広（公明党議員団） 

【一括方式】 

１．中高年のひきこもりについて 

○桃井 祥子（公明党議員団） 

【一括方式】 

１．災害時における液体ミルクの活用につ 

いて 

２．本市の子育て支援施策のさらなる充実 

について 

３．食品ロス削減に向けてのさらなる取り 

組みについて 

○松本 裕之（志政加古川）  

【一括方式】 

１．災害時受援体制について 

○落合 誠（女性の笑顔で未来を創る会と維新） 

【一括方式】 

１．受動喫煙ゼロを目指す取り組みについて 

２．空き家の増加を抑制した住みよい地域づ 

くりについて 

○藤原 繁樹（志政加古川）  

【一問一答方式】 

１．指定ごみ袋制度の導入について 

２．就学前教育について 

 

 

 

 

 
 
 
 

条例・補正予算など議案の審査、所管事務に関する調査を行いました。付託案件審査を除く

内容は次のとおりです。 

■総務教育常任委員会         

所管事務に関する調査 

〔企画部〕 

◇ツバル１年前合宿の報告について 

〔総務部〕 

◇令和元年度加古川市総合防災訓練の概要

について 

〔教育委員会〕 

◇令和２年度使用教科用図書の採択につい

て 

 

 

■福祉環境常任委員会         

所管事務に関する調査 

〔環境部〕 

◇ごみ処理広域化の進捗状況について 

■建設経済常任委員会         

所管事務に関する調査 

〔産業経済部〕 

◇公設地方卸売市場 余剰見込地に係るサ

ウンディング型市場調査の結果について 

 

９月10日から12日にかけて、各常任委員会にて決算審査を行いました。その中で、決算審査の

一環として、議会事務事業評価も行いました。なお、結果は次のとおりです。 

日  程 対象事業 
評価区分 

事業内容 予算規模 

９月10日(火） 総務教育常任委員会 トライやる・ウィーク推進事業 要改善 現状維持 

９月11日(水） 福祉環境常任委員会 子育て世代包括支援センター運営事業 要改善 拡充 

９月12日(木） 建設経済常任委員会 交通安全対策事業 要改善 拡充 

 

９月４日に各常任委員会を開催しました 

９月10日、11日、12日に各常任委員会を開催しました 
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９月26日、議員提案により、議会事務事業評価に関する決議が追加提案され、全会一致で

可決されました。決議の内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■議 会 の う ご き■■■■ 

―10月・11月の常任委員会開催予定― 

日(曜日) 日  程 

10月17日(木) 

  18日(金) 

  21日(月) 

11月19日(火) 

  20日(水) 

  21日(木) 

総務教育常任委員会 

福祉環境常任委員会 

建設経済常任委員会 

総務教育常任委員会 

福祉環境常任委員会 

建設経済常任委員会 

※いずれの日も開会時刻は午前９時30分の予定です

 

「議会事務事業評価に関する決議」が可決されました 

議会事務事業評価に関する決議 

 加古川市議会では、平成３０年度決算審査の一環として議会事務事業評価を実施し、その評価結果をもっ

て令和２年度の予算への提言を行う。評価は、事業内容及び予算規模の増減に着目し、５区分とした。 

なお、市長におかれては、新年度予算編成までに、本提言に対する見解を明らかにされたい。 

記 

１．トライやる・ウィーク推進事業 

  評価  事業内容：要改善 予算規模：現状維持 

  本事業は、中学２年生が地域社会で体験活動することによって、自分の生き方を見出す「心の教育」を

推進するとともに、「生きる力」の育成を図ることを目的としている。 

  しかしながら、事業開始から２０年以上経過した現在、単なる職業体験と捉えられていることへの懸念

や、受入先事業所の確保が困難であること、教職員にかかる負担が大きいことなどの課題がある。 

学校・家庭・地域が事業の意義や目的を再認識できるように、推進体制を強化し、新たな受入先確保に

向けての情報交換や地域性を十分考慮した仕組みの構築に努められたい。 

 

２．子育て世代包括支援センター運営事業 

評価  事業内容：要改善 予算規模：拡充 

  本事業は、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供することを目的としており、保健師等

が妊産婦及び乳幼児の相談を実施することにより、支援を必要とする人へのサービス提供に結びつけるこ

とができる、有効な子育て支援施策である。 

しかしながら、子育て世代包括支援センターに出向くことができない人への相談体制の検討が必要であ

るため、子育て支援のスタートである妊娠届出時を特に重要な機会と捉え、面接実施率の更なる向上を図

るため、相談体制の拡充に努められたい。 

 

３．交通安全対策事業 

評価  事業内容：要改善 予算規模：拡充 

  本事業は、警察や交通安全協会などと連携し、交通安全教室や交通安全普及啓発活動を実施することで、

交通ルールやマナーの遵守及び交通安全意識を高揚させ、交通事故防止を図ることを目的としている。 

しかしながら、高齢ドライバーによる交通事故の増加やスマートフォンによる「ながら運転」の常態化

など社会環境の変化による交通課題が絶えない状況である。 

今後、さらに交通安全意識の高揚や交通事故防止につながるよう、幅広い世代を対象とした積極的な交

通安全教室の開催など一歩踏み込んだ事業を推進されたい。 

令和元年９月２６日 

加 古 川 市 議 会

＜発 行＞  加古川市議会事務局 

    議事総務課 

〒675-8501  加古川市加古川町北在家2000 

電話：079-427-9304・FAX：079-424-9043 

E-mail:gikai_soumu@city.kakogawa.lg.jp 

※ご意見などがございましたら、 

議会事務局までお寄せください。 


